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研究成果の概要（和文）：1年目は、幅広い世代を対象に、様々な再評価の下位方略と精神的健康の関連につい
て検討した。また、他者からの再評価がエウダイモニックなwell-beingとも関連し得ることから、エウダイモニ
アを測定する尺度の翻訳を行った。2年目は、画像刺激を用いた実験研究を実施した。実験参加者に与えられる
教示は他者からの再評価とみなすことができるため、他者からの繰り返しの再評価は必ずしも効果的な感情の制
御に結びつかないことが示された。最終年は、経験サンプリング法による調査を実施した。再評価に対する信念
が個人によって異なることから、信念の強度によっては再評価使用の提案が受け入れられない可能性があること
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The first year examined the association between various substrategies of 
reappraisal and mental health in a wide range of generations. We also translated a scale to measure 
eudaimonia because reappraisal from others could be associated with eudaimonic well-being as well as
 hedonic well-being. In the second year, we conducted an experimental study using image stimulation.
 Since instructions about reappraisal given to participants can be viewed as reappraisal from 
others, it was shown that repeated reappraisal from others does not necessarily lead to effective 
emotion regulation. In the final year of the study, an experience sampling method was conducted. It 
was shown that individuals differed in their beliefs about reappraisal. This indicates that the 
suggestion of using reappraisal may not be accepted, depending on the strength of the belief.

研究分野：感情心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、従来個人の方略として考えられていた再評価を、他者からの方略として捉えたものである。実生活に
おいては、他者から提供される状況の再評価によって感情を制御することは、頻繁に行われると考えられる。ま
た、カウンセリングなどにおいても、セラピストがクライエントの再評価をサポートすることは、しばしば行わ
れる。本研究は、こうした他者からの再評価が、ネガティブ感情や精神的健康へ与える影響を検討した初の試み
であり、メンタルヘルス領域において重要な知見を提供するものであると言えるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 従来の研究において、再評価(reappraisal)はネガティブ感情の低減および精神的健康の促進に
おいて、効果的な方略であることが明らかにされてきた(McRae & Gross, 2020)。一方で、再評
価はあくまで個人が実施する方略であると暗に考えられており、他者から行われる再評価につ
いては、必ずしも十分な検討は行われてこなかった。しかし、出来事や状況の意味の再評価を他
者が行うことは、日常場面においても、またカウンセリングなどの臨床的な場面においてもよく
見られるものである。そのため、「他者からの再評価」がネガティブ感情や精神的健康にどのよ
うな影響を与えるかについて、検討する必要があるだろう。さらに、感情制御の効果を詳細に検
討するために、ネガティブ感情や精神的健康を幅広い視点で捉えるための尺度を作成すること
も求められる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、「他者からの再評価」がネガティブ感情や精神的健康に与える影響について、
調査及び実験的な手法によって実証的に明らかにすることである。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は主に 3つの方法によって行われた。1つ目は、幅広い年齢層を対象とした調査研究で
ある。調査研究では、再評価の下位方略の存在と精神的健康の関連を改めて明らかにするととも
に、精神的健康の一側面であるエウダイモニア（eudaimonia）の測定尺度の作成を試みた。2つ
目は、刺激画像を用いた実験研究である。実験研究では、参加者に繰り返し再評価を行う課題に
取り組んでもらい、「他者からの繰り返しの再評価の要求」という状況を想定した。3 つ目は、
日常における再評価の使用を測定する経験サンプリング法である。経験サンプリング法によっ
て、個人の再評価に対する信念と再評価の使用の関連を検証し、他者からの再評価がどのような
信念を有する人にとって受け入れやすいのか、試験的な検討を試みた。3年間の研究期間の中で、
調査研究を 1 年目に、実験研究を 2 年目に、そして経験サンプリング法による研究を 3 年目に
それぞれ実施した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1)調査研究 
  
 幅広い年齢層を対象とした調査研究により、出来事や状況をポジティブに捉え直す肯定的再
評価(positive reappraisal)が精神的健康の促進につながること、一方で反芻(rumination)や破
局的思考(catastrophizing)といった方略は、精神的健康の低下につながることが示された。こ
の結果は、そもそも他者への再評価を行う際に、どのように出来事や状況を捉え直せばよいかに
関する基礎的な知見を提供するものである。また、加齢という観点から別の分析を行った際に、
時間的な展望と方略使用の関連が、従来の想定とは真逆の結果を示すことが明らかとなった。本
研究全体の目的とは必ずしも一致するものではないが、感情制御研究に与えるインパクトは大
きい結果であると考えられる。さらに、Waterman et al.(2010)によって開発された
Questionnaire for Eudaimonic Well-being(QEWB)の日本語版作成も行い、精神的健康を従来よ
りも幅広い視点で測定することが可能となった。 
 
(2)実験研究 
 実験研究により、繰り返しの再評
価必ずしもネガティブ感情の効果的
な低下にはつながらないことが明ら
かとなった。再評価は教示によって
行われているため、これを他者から
の再評価とみなすと、たとえ肯定的
再評価という効果的な方略であって
も、それが繰り返し他者から行われ
ても、ネガティブ感情の低減にはつ
ながらないことを示唆している。従
来の研究では、効果的な方略は「使
えば使うほど良い」と暗に考えられ
ていたが(Gross, 2002; Ray, 
Whilhelm, & Gross, 2008)、今回の
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実験の結果は、そうした前提自体に疑問を投げかけるものであると言えるだろう。 
 
(3)経験サンプリング法 
 
 経験サンプリング法により、再評価に対す
る信念(belief)が日々の再評価の使用を予
測するかが検証された。仮に信念が再評価の
使用を予測するのであれば、信念の違いによ
って他者からの再評価の受け入れやすさが
異なることが想定され、また信念の変容によ
って効果的な再評価の使用へとつなげるこ
とが可能となる。結果としては、再評価の 
「問題解決的思考の促進」に関する信念を強
く有するほど、実際に再評価を用いる傾向にあることが示された。この結果は、ある個人に再評
価を使用させる場合には、再評価の問題解決的側面をより強調することが有効であることを示
唆するものである。それ以外の信念については、再評価の使用を予測しなかった。 
 
 以上の一連の研究より、「他者からの再評価」を様々な観点から捉え、それがネガティブ感情
や精神的健康に与える影響について審らかにすることができた。従来、個人の方略としてのみ捉
えられてきた再評価を、「他者からの再評価」という新たな観点から研究した意義は、大きいと
考えられる。例えば実生活においては、他者から提供される状況の再評価によって感情を制御す
ることは、頻繁に行われるだろう。また、カウンセリングなどにおいても、セラピストがクライ
エントの再評価をサポートすることは、しばしば行われることである。本研究は、こうした他者
からの再評価が、ネガティブ感情や精神的健康へ与える影響を検討した初の試みであり、メンタ
ルヘルス領域において重要な知見を提供するものであると言える。さらに、他者との関わりの中
での感情コントロールに注目が集まっている近年の感情制御研究に与えるインパクトも大きい
と言えるだろう。 
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メタ認知的信念 再評価の使用 

感情改善 -.096   

問題解決思考の促進 .292*  

不適応的側面 -.070   

※数値は標準偏回帰係数 
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